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日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

理
事
会
だ
よ
り 

３
月
１２
日
理
事
会
は
６
人
で
し

た
。
こ
の
１
カ
月
で
の
重
要
案
件
は
、

２
月

２４

日
の
岡
山
地
裁
判
決
で

す
。
近
下
裁
判
長
ら
３
人
の
判
事

は
、
憲
法
前
文
に
あ
る
平
和
的
生

存
権
を
「
国
民
の
基
本
的
人
権
そ
の

も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し

て
、
「徴
兵
拒
否
権 

、
良
心
的
兵
役

拒
絶
権
、
軍
需
労
働
拒
絶
権
等
の

自
由
権
的
基
本
権
と
し
て
存
在
す

る
」
と
し
ま
し
た
。
４
月
２３
日
に
は

同
じ
イ
ラ
ク
訴
訟
１
・
２
次
に
対
す

る
判
決
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
注

目
し
裁
判
官
の
良
心
に
期
待
し
て
い

ま
す
。 

☆
日
中
文
化
講
座
の
取
り
組
み

が
、
今
回
の
中
心
議
題
で
し
た
。
誰

が
、
な
に
を
担
当
す
る
か
、
か
な
り

細
か
い
と
こ
ろ
を
議
論
し
、
特
に
１

０
０
人
に
県
立
図
書
館
に
来
て
も
ら

う
た
め
に
、
チ
ラ
シ
と
チ
ケ
ッ
ト
の
配

布
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

☆
中
国
語
講
座
は
４
月
か
ら
上
級

と
中
級
に
つ
い
て
は
、
受
講
料
を
月

額
５
０
０
円
の
値
上
げ
が
了
承
さ
れ

ま
し
た
。 

☆
４
月
４
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら

又
來
軒
で
講
師
、
ク
ラ
ス
委
員
と
の

懇
親
会
が
あ
り
ま
す
。 

理
事
長 

竹
内
和
夫 

１
、
講
師
の
謝
礼
金
は
現
行
の
１

回
開
催
に
つ
き
２
名
ま
で
の
支
給
を

実
数
分
に
改
善
す
る
。 

２
、
教
室
開
催
費
（
会
場
費
）
を

市
で
負
担
す
る
。 

３
、
日
本
語
教
室
主
催
行
事
（
記

念
行
事
、
研
修
旅
行
、
講
演
会
等
）

への
支
援
を
検
討
す
る
。 

４
、
中
国
帰
国
者
支
援
相
談
員

と
日
本
語
教
室
講
師
と
の
交
流
会

を
検
討
す
る
。 

こ
れ
ら
の
内
容
に
は
、
私
た
ち
講

師
団
で
も
検
討
す
る
必
要
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
次
回
講
師
団
会
議

に
諮
る
予
定
で
す
。 

 

新
支
援
法
が
施
行
さ
れ
中
国
帰

国
者
の
皆
さ
ん
へ
の
支
援
が
拡
充
さ

れ
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
支
援

 

３
月
５
日
（
木
）
に
日
本
語
教
室
・

岡
山
の
会
は
岡
山
市
保
健
福
祉
局

の
担
当
者
と
、
来
年
度
か
ら
の
中
国

帰
国
者
の
た
め
の
日
本
語
教
育
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。 

日
本
語
教
室
か
ら
は
岩
間
県
連
絡

協
代
表
、
小
林
同
事
務
局
長
、
井

上
岡
山
の
会
代
表
が
出
席
し
ま
し

た
。 

 

話
し
合
わ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。 

の
柱
の
一
つ
で
あ
る
日
本
語
習
得
の

た
め
の
活
動
も
少
し
ず
つ
財
政
的
に

裏
づ
け
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
私
た
ち
講
師

一
人
ひ
と
り
い
っ
そ
う
研
鑽
を
し
て

期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。 

 

余
談
で
す
が
、
今
回
の
会
合
の
た

め
に
案
内
さ
れ
た
部
屋
は
、
小
さ
な

物
置
部
屋
で
し
た
。
私
た
ち
が
冷
遇

さ
れ
て
い
る
か
ら
か
。
さ
に
あ
ら

ず
。
新
年
度
か
ら
の
政
令
市
へ
の
移

行
に
伴
う
様
々
な
変
更
で
市
庁
舎

全
体
が
て
ん
や
わ
ん
や
し
て
い
た
た

め
で
し
た
。 

政
令
市
に
な
る
こ
と
が
私
た
ち

市
民
に
と
っ
て
よ
い
効
果
を
上
げ
て

ほ
し
い
、
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。 

井
上
進
夫 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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写真展 

「祖国よ 中国残留日本人孤児はいま」 

今年も岡山市役所ロビーで「中国残留日本人孤児」写真展を

開催します。 

今回は、兵庫県の写真家宗景正さんが撮影した兵庫の「孤

児」と岡山原告団の３役（高杉、大森、高見）を中心にした展示

です。また、中国残留邦人支援法が改正されて１年が経過し

た「いま」の中国帰国者の実情を伝えることができればと思っ

て企画しました。多数のみなさんのご観覧をお願いいたしま

す。 

 

と き：４月２０日（月）～２２日（水） 

時間：２０日（月）１０：００～１７：００ 

    ２１日（火） ９：００～１７：００ 

    ２２日（水） ９：００～１４：００ 

ところ：岡山市役所１階ロビー 
 

【展示内容】 

・中国「残留日本人孤児」とは 

・中国「残留日本人孤児」の歴史 

・中国「残留日本人孤児」の「現在」 

・中国帰国者との交流会（２００８年４月～２００９年３月） 

・日本語教室の歩み（２００４年１０月～２００９年３月） 
 

主催：日中友好協会岡山支部 

    中国帰国者の日本語教室岡山の会 

 

連絡先 日中友好協会岡山支部 事務局長 

     中国帰国者の日本語教室 岡山の会事務局長 

     小林軍治 

〒702-8005  岡山市江崎 169-6 

ＴＥＬ/ＦＡＸ 086-277-2470 

携帯   090-8240-2001 

 

 

樋口さん宗景さん、高見さん、烏蘭さん 

高杉さん、烏蘭さん、樋口さん、宗景さん 

新
支
援
法
の
効
用
が
具
体
的
に 

 
 

 
 
━

岡
山
市
と
の
話
し
合
い━

 

日
本
語
教
室
・岡
山
の
会 

日
中
岡
山
「
９
条
の
会
」 

読
書
会 

「
上
野
千
鶴
子
を
読
む
」 

第
１
回
『
お
ひ
と
り
さ
ま
の
老
後
』 

 

日 

時 
: 

４
月
１９
日
（
日
） 

午
前
10
時
～
12
時
ま
で 

場 

所 
: 

岡
西
公
民
館
・
研
修
室 

参
加
費 

: 

１
０
０
円(

茶
代
な
ど
） 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
上
野
千
鶴
子
さ
ん
の
本
を
続

け
て
読
ん
で
い
く
予
定
で
す
。 

 

主 

催
：日
中
岡
山
「９
条
の
会
」 

連
絡
先
：℡
０
８
６
‐２
５
４
‐７
４
５
７ 
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一 

 

内
山
完
造
は
明
治
18
年
（
１
８
８

５
）
１
月
11
日
、
後
月(
し
つ
き)

郡
吉

井
村
沢
岡(

さ
お
か)

に
生
ま
れ
た
。

現
、
井
原
市
芳
井
町
。
高
小
中
退
で

大
阪
に
奉
公
に
出
、
後
、
田
口
参
天

堂
の
上
海
出
張
員
と
な
り
、
大
学
目

薬
販
売
に
当
た
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
入

信
し
、
井
上
み
き
と
結
婚
す
る
。 

 

大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
妻
が
キ
リ
ス

ト
教
関
係
書
物
を
自
宅
で
内
職
に
売

り
始
め
る
。
二
階
の
た
ん
す
の
上
に
並

べ
ら
れ
た
１
０
０
冊
ほ
ど
。
内
山
書
店

誕
生
で
あ
る
。 

 

以
降
、
し
だ
い
に
本
の
分
野
も
広
が

り
、
冊
数
も
増
え
る
。
中
国
人
、
日
本

人
を
問
わ
ず
読
者
を
信
用
し
、
掛
け

売
り
に
も
応
じ
る
。
盗
難
に
も
会
う
。

そ
の
都
度
、
借
金
を
払
っ
て
く
れ
る
人

３
月
は
焼
け
パ
ン
ツ

の
思
い
出
（東
京
大
空
襲
） 

竹
内
和
夫 

 

ア
メ
リ
カ
空
軍
の
無
差
別
空
爆

で
、
雨
あ
ら
れ
の
ご
と
く
降
り
そ
そ

ぐ
焼
夷
弾
の
中
を
、
や
っ
と
生
き
の

び
、
パ
ン
ツ
ま
で
こ
が
し
た
、
３
月
は
恐

ろ
し
い
月
だ
。 

３
月
９
日
（
１
９
４
５
年
）の
真
夜
中

か
ら
、
２
時
間
半
で
１０
万
人
が
殺
さ

れ
た
。
重
慶
爆
撃
の
し
か
え
し
と
し

て
、
日
本
の
戦
争
責
任
を
問
う
。 

東
京
都
の
５０
分
の
１
の
東
部
地
帯

（
現
在
の
江
東
・
墨
田
・
台
東
の
３
区
）

に
３
４
４
基
の
大
群
が
１
０
０
万
個
の

焼
夷
弾
を
２
時
間
半
に
わ
た
っ
て
、
落

と
し
た
の
で
あ
る
。 

我
が
家
の
す
ぐ
横
で
は
、
真
っ
黒
に

焦
げ
た
ゴ
リ
ラ
が
座
っ
て
い
た
。
す
っ

ぱ
だ
か
の
マ
ネ
キ
ン
た
ち
が
ご
ろ
ご
ろ

と
転
が
っ
て
い
た
。
世
界
最
大
の
空

襲
、
こ
の
後
に
広
島
原
爆
が
あ
る
。 

経
済
安
定
本
部
（
１
９
４
９
・
４
月
）

の
報
告
書
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
３
区
の

合
計
死
者
は
７
８
０
８
２
人
に
の
ぼ

る
。 

 

昭
和
22
年
12
月
、
帰
国
。
翌
年
よ

り
中
国
漫
談
を
講
演
。
各
地
で
８
０
０

回
を
越
え
た
。
同
25
年
１０
月
、
日
本

中
国
友
好
協
会
が
結
成
さ
れ
、
初
代

理
事
長
を
勤
め
た
。
同
28
・
31
年
、

訪
中
。
昭
和
34
年
春
、
体
調
を
く
ず

す
。
９
月
19
日
、
中
国
の
招
待
で
病

気
療
養
の
た
め
訪
中
。
９
月
20
日
、

北
京
の
病
院
で
没
し
た
。
74
歳
。 

 

没
後
、
自
伝
と
い
う
べ
き
『
花
甲
録
』

が
出
版
さ
れ
た
（
岩
波
書
店 

昭
和

35
年
９
月
）。 

  

今
年
は
没
後
50
年
に
当
た
る
。 

内
山
完
造
の
業
績
と
評
価
を
啓
蒙
、

啓
発
す
る
作
業
を
行
う
の
は
、
わ
が

日
中
友
好
協
会
こ
そ
が
ふ
さ
わ
し
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和
７
年
、
魯
迅
は
故
孫
文
の
妻
、

宋
慶
齢
の
作
っ
た
中
国
民
権
保
障
同

盟
に
参
加
す
る
。
同
じ
よ
う
に
参
加

を
希
望
し
た
内
山
を
お
も
い
と
ど
ま

ら
せ
、
書
店
経
営
続
行
こ
そ
中
国
人

民
の
た
め
だ
と
魯
迅
は
諭
す
。
ま
た
、

国
民
党
の
人
権
無
視
を
攻
撃
す
る
文

章
を
発
表
し
、
国
内
外
へ
訴
え
た
。 

 

国
民
党
に
よ
る
暗
殺
が
横
行
す
る
。

魯
迅
は
転
居
す
る
。
今
の
魯
迅
故
居

で
あ
る
。
と
き
に
は
内
山
の
自
宅
へ
避

難
す
る
。 

 

昭
和
11
年
、
魯
迅
の
体
調
が
悪
く

な
る
。
須
藤
医
師
を
頼
む
。
日
本
で
の

静
養
を
す
す
め
ら
れ
る
。
わ
た
し
は

防
波
堤
に
な
る
と
魯
迅
は
断
る
。 

 

１０
月
19
日
、
魯
迅
没
。
55
歳
。
22

日
葬
送
。
葬
儀
委
員
に
は
蔡
元
培
、

馬
相
伯
、
宋
慶
齢
、
毛
澤
東
ら
と
並

び
内
山
完
造
が
入
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

四 

 

日
中
戦
争
期
に
も
内
山
書
店
は
続

く
。
昭
和
20
年
１
月
、
み
き
没
。
８
月

敗
戦
。
日
本
人
居
留
民
の
代
表
委
員

と
な
り
、
帰
国
邦
人
の
世
話
を
す
る
。 

年
、
北
四
川
路
地
の
突
き
当
た
り
に

店
は
移
る
。
写
真
で
よ
く
見
る
内
山

書
店
で
あ
る
。
今
は
中
国
商
工
銀
行

の
支
店
。
壁
に
書
店
址
の
板
が
あ
る
。

階
上
に
資
料
室
が
で
き
た
と
も
聞
い

た
。 

 

魯
迅
は
許
広
平
と
結
婚
す
る
。 

翌
年
、
内
山
は
参
天
堂
を
退
社
し
、

書
店
経
営
に
う
ち
こ
む
。
国
民
党
に

ね
ら
わ
れ
る
魯
迅
を
助
け
る
。 

弟
嘉
吉
の
や
っ
て
い
た
木
版
画
を
、
魯

迅
を
介
し
て
美
術
学
校
生
徒
に
紹
介

す
る
。 

 
 

 
 

三 

 

満
州
事
変
、
第
１
次
上
海
事
変
と

日
本
の
中
国
侵
略
が
す
す
む
。
日
本

軍
か
ら
も
ね
ら
わ
れ
る
魯
迅
を
か
く

ま
う
。 

が
出
た
り
し
、
か
え
っ
て
大
勢
の
人
に

支
え
ら
れ
る
。 

 

関
東
大
震
災
後
、
客
の
Ｔ
先
生
が
、

蔵
洋
書
３
６
０
０
冊
を
罹
災
し
た
図

書
館
へ
贈
る
の
を
仲
介
す
る
。
そ
の

他
、
書
物
を
通
し
て
の
日
中
間
の
文

化
交
流
が
語
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

二 

 

魯
迅
は
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
10

月
、
内
山
書
店
に
現
れ
る
。
46
歳
。

内
山
は
42
歳
。
以
後
、
９
年
間
の
親

交
が
始
ま
る
。 

 

こ
の
点
は
、
近
刊
の
南
一
平
作
画

『
漫
画 

内
山
完
造
の
生
涯
』
（
先
人

顕
彰
会
・
井
原 

２
０
０
８
年
９
月
）
に

簡
明
に
描
か
れ
る
。 

 

近
く
に
住
ん
で
い
た
魯
迅
は
毎
日
の

よ
う
に
来
て
、
奥
の
椅
子
に
座
り
、
た

ば
こ
を
す
い
、
茶
を
喫
し
た
。
昭
和
４

魯
迅
と
内
山
完
造
（２
）  

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
支
部
長 

大
森
久
雄 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

４
月
１
日
（水
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

稲葉 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

内
山
完
造
さ
ん
の
こ
と 

そ
の
４ 

 

─

没
後
５０
周
年
に
寄
せ
て─

 

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
理
事
長 

栗
本
泰
治 

 

今
年
は
内
山
完
造
没
後
５０
周
年

に
あ
た
り
ま
す
。
先
日
も
、
駐
大
阪

総
領
事
の
鄭
祥
林
さ
ん
が
岡
山
県

知
事
を
訪
問
し
、
「
岡
山
県
は
、
日

中
友
好
の
架
け
橋
と
な
っ
た
内
山
完

造
さ
ん
や
岡
崎
嘉
平
太
さ
ん
を
う

ん
だ
日
中
友
好
の
先
進
県
で
す
」
と

今
後
の
日
中
友
好
の
進
展
を
期
待

す
る
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
と
Ｔ
Ｖ
が
放

送
し
て
い
ま
し
た
。 

内
山
完
造
さ
ん
の
出
身
地
、
井

原
市
で
は
没
後
５０
周
年
を
記
念
し

て
昨
年
秋
に
は
、
完
造
の
生
涯
を
描

い
た
漫
画
「
内
山
完
造
の
生
涯
」
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
続
い
て
今
年
の
５
月
に
は
市
民
主

体
で
記
念
式
を
開
催
す
る
ほ
か
、
完

造
と
親
交
の
あ
っ
た
作
家
、
魯
迅
の

長
男
の
周
海
嬰
さ
ん
の
講
演
会
を

企
画
す
る
な
ど
準
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。 日

中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
で

も
、
３
月
２９
日
に
は
「
内
山
完
造
の

生
地
を
訪
ね
る
旅
」
を
行
い
、
井
原

市
吉
井
の
生
地
や
資
料
館
を
訪
れ

ま
す
。
ま
た
、
秋
に
は
上
海
の
内
山

書
店
の
あ
と
や
魯
迅
記
念
館
な
ど

を
訪
ね
、
没
後
５０
周
年
を
迎
え
た

内
山
完
造
を
偲
ぶ
つ
も
り
で
す
。 

日
本
語
教
室 

財
田
教
室
の
梅
見 

 

さ
い
で
ん
日
本
語
教
室
で
は
３
月

２
日
に
後
楽
園
に
梅
見
に
出
か
け

ま
し
た
。 

３
月
２
日
は
後
楽
園
の
開
園
記

念
日
と
い
う
こ
と
で
入
場
無
料
の
情

報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
生
徒
６
人
、
先
生

５
人
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
楽
し

い
行
楽
で
し
た
。 

初
め
て
の
生
徒
さ
ん
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
横
山
さ
ん
は
一
時
帰
国

の
23
年
前
に
一
度
来
た
こ
と
が
あ

る
そ
う
で
す
。
園
内
で
は
備
中
神
楽

の
舞
台
が
準
備
さ
れ
て
い
て
に
ぎ
や

か
な
笛
太
鼓
の
音
が
鳴
り
、
「
大
国

主
命
」が
舞
っ
て
い
ま
し
た
。 

梅
は
ち
ょ
う
ど
見
頃
で
み
ご
と
な

し
だ
れ
梅
の
前
で
記
念
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。
入
園
者
の
多
く
も
そ
れ

ぞ
れ
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
と
て
も

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

中
日
友
好
の
た
め
に
と
中
国
か
ら

贈
ら
れ
た
丹
頂
鶴
の
お
り
の
前
で
は

ひ
と
し
き
り
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
語

り
合
い
、
風
の
強
い
肌
寒
い
日
で
し
た

が
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し

た
。  
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